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   日本上座仏教修道会 

 
      
 

Sāsana Sirī Dhara Sīmā 
お釈迦さまの教えが伝わるために品位を保つ淨心庵戒壇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  
   

     
淨心庵シーマー（戒壇）建物・シェーダゴンパゴダ形仏塔建立   

 大プロジェクト 

Vihāra dānaṃ saṅghassa aggaṃ buddhena vaṇṇitaṃ    
   お釈迦さまの教えを伝える土地・建物を比丘サンガを目指して布施することは、 

  最も高貴な功徳として ブッダによって称賛されました 
 

  

 

 

 

 

 

 

祝 日 本 
上座仏教修道会発足                                                       30周年記念 

通信誌創刊 号記念 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

  

～  東京駅到着  ～  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
11月第二土曜日 

東京コミュニティカレッジにおいて 

法の相談会   
（法について質疑応答）  
仏暦 2561 年 平成 29 年 

   11 月 11 日（土） 
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日本上座仏教修道会 
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～ 大長老方のご説法 ～ 
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９.11月第二土曜日  

 東京コミュニティカレッジにおいて 

法 の 相 談 会  
（法について質疑応答）      

ニャーヌッタラ大長老ご説法 

 

       
二つの大事なこと     

バッダンタ・ウ・ケサラ大長老（90歳）      
人間として生まれたら、真理を探してください。 
そして積むべき功徳を積んでください。人間に生

まれたら真理を探すのが正しいです。真理を探さな
ければ無明が増大します。真理を探すとき智慧が増
大します。真理を探すとき、お釈迦さまの教えを勉
強するのが一番大切です。次に、真理を探したあと
は、何をするのが大切なことか考えてください。 
 何をするのが幸せか研究すると、自分が積んだ功徳
が頼れるものですから、積むべき功徳を積んでくださ
い。功徳とは、今世も幸せ、来世も幸せ。人間の頼る
ものはこの善行という功徳しかない。このエネルギー
で今世も楽、来世も楽、涅槃に至るまで役に立ちます。 
 皆さんできる限り功徳を積んでください。      

 

 

     
四つのことを忘れないで暮らすこと    

バッダンタ・ウ・ワーヤーマーウダ大長老（85歳）     
人間に生まれたら 1．悪い人と付き合わない。2．善

人と付き合う。3．いつでも自分の心を淨らかにして積
むべき功徳を積んでください。4．自分の生きている身
体について、無常・苦・無我を観察してください。 
この四つを忘れないでください。今皆さんはこの

ように善人と一緒です。この四つを忘れないで暮ら
したら、今世も楽、来世も楽です。      

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

        

 

31 

  


